


クラウドコンピューティングの動向

[bookmark: _GoBack]クラウドコンピューティングの普及は新しい形の「集中処理」時代の再来であるとも言われた。インターネットの技術を情報内の企業システムに適用したイントラネットが、企業内の情報共有を促進して普及したように、クラウドコンピューティングかは企業情報システムをクラウド化するという動きを加速する。これはGoogleやAmazonやMicrosoftなどのプライベートクラウドと呼ばれパブリッククラウドに対して、日本のコンピュータベンダーが目指す道の一つとして考えられる。
更にパブリッククラウドとプライベートクラウドを併用するハイブリッドクラウドと言う概念も浸透している。これはクラウドコンピューティング時代の第２期の到来と呼べると共に、ビジネスマンによるスマートフォンの日常的な多数の活用やクラウド型ベンチャービジネスの萌芽がある。このハイブリッドクラウドとスマートフォンが共存して、社会に普及する「クラウド分散型処理」と、呼ぶべき時代が到来している。そしてその先にあるのは、クラウドコンピューティングの活用で生まれた膨大な非構造化データを、社会動向予測に活用しようとする試みである。「ビッグデータ社会」の到来である。
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